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埼玉県指定文化財。
室町時代末期の建物で、古
来日本三体薬師と称せら
れ、木造十二神将がある。

二十三夜待供養塔（安永7年1778）
ミぎ三十一はん　左薄須川

このコースは、江戸時代、
三峰詣でをした巡礼が
主に利用した。

30番から31番への江
戸古道で、このコース
は一部危険な場所が
あります。細心の注意
をして下さい。

増水時には渡る
ことができません

贄川沢が増水時の際など沢を渡れない場合は、
遠回りになりますが、この道を迂回して下さい。
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白久駅〜小鹿野町栗尾約13km
谷あり峠ありのみち ■谷（贄川沿い、小森川、巡

礼海道）あり、峠（権五郎落
峠）ありの起伏に富んだコー
スで、江戸巡礼古道の雰囲気
を存分に味わえます。


